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◆	年頭のあいさつ
◆	旧中川小学校跡地利用計画の報告
◆	第６次度会町総合計画	住民アンケート結果
◆	第４回度会町議会定例会開催
◆	町長と語ろう「ふれあいトーク」開催のお知らせ



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か

し
い
新
春
を
、
清
々
し
く
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
町
政

各
般
に
わ
た
り
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
小
学
校
お
よ
び
保
育
所
の
統
合
に
よ
る
廃
校
施
設
の
利
用
に

つ
き
ま
し
て
、
旧
南
中
村
保
育
所
は
、
地
域
の
通
所
介
護
事
業
や
高
齢
者
の
交
流
の
場
と
し
て

「
れ
ん
げ
草
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
旧
中
川
小
学
校
は
、
地
域
の
医
療
、
高
齢
者
の
介
護
や
居

住
の
確
保
を
目
的
に
、
医
療
福
祉
等
複
合
施
設
と
し
て
見
通
し
が
立
つ
な
ど
一
定
の
成
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残
る
旧
小
川
郷
小
学
校
と
旧
一
之
瀬
小
学
校
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
協
議
を
図
り

な
が
ら
、
今
後
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ま
ん
延
、

未
曾
有
の
景
気
悪
化
、
政
権
交
代
の
年
と
な
り
、
政
治
経
済
等
の
情
勢
は
地
方
行
政
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

本
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
か
ら
の
影
響
も
引
き
続
き
懸
念
し
、
国
の
方
針
や
政
策
を
注
視
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
利

益
・
利
便
を
最
優
先
し
た
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
、「
町
長
と
語
ろ
う
『
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
』」
を
再
度
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
前
回
の
開
催
で
は
、
い
た
だ
い
た
貴

重
な
ご
意
見
か
ら
い
く
つ
か
町
政
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
も
皆
さ
ま
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
直
接
お

聴
き
し
、
と
も
に
愛
す
る
故
郷
の
た
め
に
、
自
立
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
で
安
心
な
教
育
施
設
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
モ
ラ
ル
の
回
復
や
学
力
向
上
を
目
指
す
教
育
の
充
実
、
子
育
て
支
援
や

健
康
づ
く
り
の
推
進
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
な
ど
総
合
的
な
地
域
福
祉
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
林
業
の
低
迷
や
当
町
の
人
口
減
少
は
、
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
農
林
業
の
振
興
、
地
産
地
消
の
推
進

に
辛
抱
強
く
取
り
組
む
ほ
か
、
町
の
活
性
化
を
目
的
に
「
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
の
再
整
備
事
業
」
や
一
之
瀬
川
流
域
の
過
疎
化
対

策
「
日
帰
り
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
構
築
」
な
ど
に
も
力
を
注
ぎ
、皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
、
町
議
会
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
郷
土
愛
を
育
み
な
が
ら
、
自
立
あ
る
持
続
可
能
な
活
気
の
あ
る
町
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
立
あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

度
会
町
長
　

中

村
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謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
議
会
活
動
な
ら
び
に
町
行
政
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
全
国
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
当

町
に
お
き
ま
し
て
も
多
大
な
影
響
を
受
け
、
保
育
所
を
は
じ
め
小
・

中
学
校
の
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
な
ご
苦
労
で
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
数
年
来
の
国
内
外
の
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化
は
め
ま
ぐ
る
し
い
も
の
が
あ
り
、
ま
た
昨

年
は
、
国
政
に
お
い
て
政
権
の
交
代
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
住
民
の
代
表
で
あ
る
私
た
ち
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
時
代
の
変
革
に
沿
っ

た
議
会
運
営
の
対
応
に
努
め
、
社
会
経
済
状
況
が
急
速
に
変
化
す
る
今
日
に
お
い
て
柔
軟
か
つ
弾
力
的
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
議
員
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
の
皆
さ

ま
の
声
に
耳
を
傾
け
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し

な
が
ら
熟
慮
し
、
町
民
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
若
い
人
が
喜
ん
で
定
住
で
き
る
町
づ
く
り
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
議
会
改
革
と
、
議
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改

革
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
行
政
刷
新
会
議
に
象
徴
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
本
年
も
地
方
自
治
体
に
は
特
に
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
町
執
行
部
と
と
も
に
山
積
す
る
諸
問
題
に
積
極
的
に
議
会
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し
い
一
年
と
な
り
、
度
会
町
の
更
な
る
発
展
と
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

時
代
の
変
革
に
沿
っ
た
議
会
運
営
を

度
会
町
議
会
議
長
　

中

森
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本
紙
を
も
っ
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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旧中川小学校跡地利用計画の報告
住み慣れた地域で生き生きとした 暮らしを目指して
町では、平成１９年度に度会町町有建築物有効活用検討委 員会を設置し、廃校となった
各小学校や保育所の有効的な活用をあらゆる角度から多面的 に検討し、協議を重ね、同年
度末に方針が決定されました。
その方針に基づき、進めてきた旧中川小学校の跡地利用計画について報告します。

機能③　認知症対応型グループホーム

認知症の高齢者が共同で生活できる場（住居）で、食
事・入浴などの介護や支援が受けられるサービス
設置場所　旧校舎２階
定 員　９人

機能④　高齢者専用賃貸住宅

単身の高齢者や高齢者夫婦など、専ら高齢者世帯に賃
貸する住宅
設置場所　旧校舎２階および３階
戸 数　１６戸（２階６戸、３階１０戸）

（倉庫）

高齢者専用賃貸住宅（６戸）高齢者専用賃貸住宅（６戸）

診療所診療所

高齢者専用賃貸住宅（10戸）高齢者専用賃貸住宅（10戸）

認知症対応型グループホーム認知症対応型グループホーム

小規模多機能型居宅介護小規模多機能型居宅介護
（リハビリテーション室）

（診察室など）

（屋根）

（屋根）

（屋根）

（屋根）

共用廊下

共用廊下

１F

２F

診療所

小規模多機能型居宅介護

高齢者専用賃貸住宅

高齢者専用賃貸住宅

認知症対応型グループホーム

３F

▷問合先
・役場福祉保健課（☎６２－２４１３）
・役場総務課（☎６２－１１１１）
・町教育委員会事務局（☎６２－２４２２）

4広
報わたらい（№ 534）



旧中川小学校跡地利用計画の報告
住み慣れた地域で生き生きとした 暮らしを目指して
町では、平成１９年度に度会町町有建築物有効活用検討委 員会を設置し、廃校となった
各小学校や保育所の有効的な活用をあらゆる角度から多面的 に検討し、協議を重ね、同年
度末に方針が決定されました。
その方針に基づき、進めてきた旧中川小学校の跡地利用計画について報告します。

医療福祉等複合施設
（校舎および運動場の一部）
医療福祉等複合施設
（校舎および運動場の一部）

公園
（運動場）

ト
イ
レ
等

県道伊勢大宮線

※（　 ）は以前の利用形態

公園・体育館
利用者駐車場
（運動場）

公園・体育館
利用者駐車場
（運動場）

体育館
（体育館）
体育館
（体育館）

医療福祉等複合施設 公園 体育館
公園・体育館利用者駐車場◦医療福祉等複合施設の紹介

旧校舎などを改修し、新施設となる医療福祉等複合施設を次のとおり紹介します。この施設内には、「診療所」・「小
規模多機能型居宅介護」・「認知症対応型グループホーム」・「高齢者専用賃貸住宅」が設置されます。
※なお、運営段階までに変更する場合があります。
事 業 者　医療法人吉創会（度会郡大紀町滝原８７３）　　開設時期　平成２２年度中（４～６月）

機能①　診療所（内科・リハビリテーション科）

一般外来（生活習慣病など）、特定健診、理学療法士
によるリハビリテーション（リハビリ機器を使用）
※送迎サービス有り
設置場所　旧校舎１階
併設事業
◦通所リハビリテーション（介護保険事業）
◦介護予防事業（地域支援事業）
診 療 日　毎週２日間

機能②　小規模多機能型居宅介護

小規模な住宅型の施設で「通い」を中心に、利用者の
状態や希望に合わせて、「訪問」や「短期間の宿泊」
を組み合わせて、食事・入浴などの介護や支援が受け
られるサービス（定期的な宿泊や緊急時の宿泊などが
可能）
設置場所　旧校舎１階
定 員　２５人

◦旧中川小学校跡地利用計画の概要

町有建築物の有効活用を念頭に協議を重ねて
決定した方針に基づき、福祉施設を誘致するに
あたり、昨年５月、介護保険サービス事業者を
募った結果、医療法人吉創会（度会郡大紀町）
から応募があり、所定の手続きを経て、校舎や
運動場の一部などを改修し、医療・福祉等の機
能を兼ね備えた複合施設として活用することに
なりました。
　そのほか、体育館は、町民の皆さんの体力
向上およびスポーツの振興を図るための町の社
会体育施設として、従来どおり管理・運営し、
残る運動場は、地域の公園として活用していた
だけます。なお、プールは学校水泳をバスなど
の送迎により遊水プール鏡で行うこととしたた
め、利用度や維持管理費用などを考慮し、使用
しないこととしました。

旧中川小学校跡地利用計画概要図
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『第６次度会町総合計画』

『
第
６
次
度
会
町
総
合
計
画
』策
定
に
向
け
て

「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
集
計
結
果
を
報
告

町
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
全
般
に
お
よ
ぶ
指
針
と
な
る

「
総
合
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
策
定
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
参
画

は
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
「
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回

は
進
捗
状
況
の
報
告
と
し
て
集
計

結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
集
計
結
果
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
役
場
政
策
調
整
室
窓
口
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

役
場
政
策
調
整
室
（
☎
６
２
─
２
４
２
３
）

回答者の属性

円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
約
６
割
の
方
が

「
概
ね
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
お
り
、

そ
の
主
な
理
由
は
「
自
然
環
境
の
良
さ
」

や
「
地
域
へ
の
愛
着
」
が
大
半
を
占
め
ま

し
た
。
一
方
で
、
２
割
程
度
の
方
が
住
み

に
く
さ
を
感
じ
て
お
り
、
そ
の
理
由
と
し

て
「
交
通
の
便
の
悪
さ
」「
通
勤
や
仕
事
」

「
保
健
・
医
療
環
境
の
悪
さ
」
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
力
を
入
れ
る
べ
き
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
と
し
て
は
、
３
割
以
上
の

方
が
「
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
」「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」「
若
者
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
選
択
さ
れ
ま
し
た
。
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5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

37.0%37.0%

34.3%34.3%33.7%33.7%

29.7%29.7%
28.3%28.3%

20.0%20.0%
18.6%18.6%18.0%18.0%

14.4%14.4%
13.0%13.0%

6.6%6.6% 5.9%5.9% 5.6%5.6%

2.9%2.9%
1.1%1.1%

子
供
を
産
み
育
て
や
す
い
ま
ち

事
故
や
犯
罪
が
少
な
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

若
者
な
ど
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
ま
ち

高
齢
者・障
が
い
者
な
ど
に
優
し
い
ま
ち

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
風
景
を
大
切
に
す
る
ま
ち

行
政
の
効
率
化
に
よ
る
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

                                   

受
け
ら
れ
る
ま
ち

産
業
活
動
が
活
発
な
ま
ち

生
活
環
境
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
ま
ち

住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
つ
な
が
り
の
強
い
ま
ち

人
々
が
他
地
域
か
ら
も
訪
れ
る
交
流
の
ま
ち

教
育
や
文
化
活
動
が
盛
ん
な
ま
ち

町
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
根
付
い
た
ま
ち

健
康
で
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
ま
ち

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

住民アンケート調査方法

実 施 期 間 平成２１年
９月１１日～３０日

調 査 対 象 １８歳以上の町民の皆さん

発送・回収方法 郵送

発 送 数 １,０００人（無作為抽出）

回収数（回収率）７００人（７０％）

①性別
性　別 割　合

男性 ４３. ６％
女性 ５５. ３％
無効・無回答 １. １％

②年代
年　代 割　合

２９歳以下 １１. ６％
３０歳代 １３. ７％
４０歳代 １５. ６％
５０歳代 １９. １％
６０歳代 ２３. １％
７０歳以上 １５. ９％
無効・無回答 １. ０％

③居住地区
地区名 割　合

中川地区 １６. ８％
内城田地区 ５７. ３％
小川郷地区 １１. ０％
一之瀬地区 １３. ３％
無効・無回答 １. ６％

④居住年数
居住年数 割　合

５年未満 ５. ４％
５年以上１０年未満 ６. ７％
１０年以上２０年未満 １３. ０％
２０年以上 ７４. ０％
無効・無回答 ０. ９％

⑤家族構成
家族構成 割　合

一人暮らし ５. １％
夫婦のみ １５. ２％
親と未婚の子ども ３１. ９％
親と子ども夫婦 １３. ３％
親と子と孫 ２７. ４％
その他 ５. ４％
無効・無回答 １. ７％

性別・年代・居住地区・居住年数・家族構成から回答された方々の
属性を表しています。

住みやすい理由

自然環境がよいから 66.1%

住み慣れて愛着が
あるから 43.0%

自分の家や土地が
あるから 35.6%

生活環境がよいから 12.7%

人間関係がよいから 9.2%

※多い順に上位５つ
※複数回答

住みにくい理由

交通の便が悪いから 64.8%

通勤や仕事の関係 19.5%

保健・医療環境が
悪いから

16.4%

生活環境が悪いから 14.1%

人間関係が悪いから 10.9%

※多い順に上位５つ
※複数回答

住みやすい
31.7%

住みにくい
4.0%

どちらかといえば
住みやすい
30.2%

どちらとも
いえない
15.4%

どちらかといえば
住みにくい
14.3%

どちらかといえば
住みにくい
14.3%

無効・無回答
4.4%

度
会
町
の
住
み
や
す
さ

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
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『第６次度会町総合計画』

当
町
に
お
け
る
各
分
野
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
満
足
度
を
み
る

と
、「
住
環
境
（
公
園
整
備
な
ど
）」

「
自
然
環
境
・
文
化
財
保
護
」「
防

災
」
の
項
目
は
満
足
度
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

取
り
組
み
の
重
要
度
を
み
る
と
、

「
子
ど
も
の
保
健
・
医
療
」「
保
健

予
防
・
医
療
」「
子
育
て
支
援
」
の

重
要
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
満
足
度
の
低
か
っ
た

の
は
「
雇
用
の
場
」「
公
共
交
通

機
関
」「
新
し
い
産
業
づ
く
り
」

な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
分
野
の

重
要
度
は
各
分
野
の
平
均
よ
り
も

高
く
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

ま
ち
の
各
分
野
の
取
り
組
み
に

お
け
る
満
足
度
と
重
要
度

今後のまちづくりに向けて
「住民アンケート」の結果から現れた
町民の皆さんが考えるまちの課題や、ま
ちの目指すべき方向などを踏まえなが
ら、新しい「総合計画」づくりを進めて
いきますので、今後ともご協力をお願い
します。

(1)
(2)

(3)
(4)

(5)

(6)

(7)

(8)
(9)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)(17)
(18)

(19)

(20)

(21)

(22)
(23)

(24)

(25)

(26)

(27)
(28)

(29)

(30)(31)

(32)
(33)

(34)(35)

(36)

(37)

(38)
(39)

(40)

(41)

(42)

(43)
(44)

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

-1 -0.8 -0.6 -0.4 -0.2 0 0.2
※各分野の取り組みについて、満足度・重要度の問いに対して、それぞれ「満足（重要）である」を２点、「どちらかといえば満足（重要）」を１点、
「どちらともいえない」を０点、「どちらかといえば満足（重要）でない」を－１点、「満足（重要）でない」を－２点と配点し、集計したその平均で
散布図に示しています。

【
重
要
度
】

1.6

【満足度】
満足度低い 満足度高い

平均
-0.11

平均
1.00

重
要
度
高
い

重
要
度
低
い

各　分　野　の　取　組　項　目
(1) 子どもの保健 ･医療の充実

(15) ユニバーサルデザインのまちづくり
(31) 生活安全の確保

(2) 子育て支援対策の充実 (32) 芸術・文化の振興

(3) 心を育てる学校教育の充実 (16) 人権の尊重
(33) 地域アイデンティティの形成と情報発信

(4) 学校、家庭、地域の連携による子どもの健全育成
(17) 男女共同参画社会の形成

(18) 地域コミュニティづくり (34) 地域間 ･国際交流の推進

(5) 安全な子どもの遊び場の確保 (19) ボランティア活動の支援 (35) 観光交流ネットワークの確立

(6) 雇用の場と都市的魅力の創出 (20) 世代間交流の推進 (36) 広域道路交通網の整備

(7) 良好な住宅の確保 (21) 自然環境・文化財の保護 (37) 特産品づくりと地場産業の振興

(8) 若者どうしの交流の場づくり (22) 環境美化と景観づくり (38) 新しい産業の創出

(9) スポーツおよび生涯学習環境の充実 (23) 地球環境の保全と地域エネルギー対策 (39) 次代を担う人材・グループの育成

(10) 高齢者および障がい者の保健 ･医療の充実
(24) 農地・森林・水辺の保全と活用 (40) 産業活動を支える基盤の整備

(25) 生活排水 ･ごみ処理対策の推進 (41) 行財政運営の効率化

(11) 高齢者福祉サービスの充実 (26) 地域情報化の推進
(42) 広域行政の推進と地方分権への対応(12) 障がい者福祉サービスの充実 (27) 集落環境・市街地整備の推進

(13) 高齢者および障がい者の生きがいづくり
(28) 住環境の向上

(43) 広報 ･広聴の充実と情報公開の推進(29) 保健予防 ･医療の充実
(14) 公共交通機関の確保 (30) 防災まちづくりの推進 (44) 住民参加のまちづくり
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平
成
21
年
第
４
回
度
会
町
議
会
定
例
会
を
開
催

平
成
21
年
第
４
回
度
会
町
議
会
定
例
会
が
、
去
る
12
月
８
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
８
日

間
で
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
案
や
条
例
改
正
案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
一
般
会
計

◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

１
５
４
，
２
５
８
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
３
，
５
５
２
，
０
５
０
千

円
と
し
ま
し
た
。

■
主
な
内
容
■

総
務
関
係

○
伊
勢
市
消
防
署
度
会
出
張
所
移

転
に
伴
う
駐
車
場
等
整
備
工
事

衛
生
関
係

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
委
託
料
お
よ
び
助
成
金

土
木
関
係

○
普
通
河
川
東
谷
川
改
修
工
事

消
防
関
係

○
土
砂
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
改
修

業
務
委
託
料

○
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
設
置
工
事

災
害
復
旧
関
係

○
小
川
地
内
農
業
施
設
災
害
復
旧

工
事

○
五
ヶ
町
地
内
農
地
災
害
復
旧
工

事
●
特
別
会
計

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第

２
号
）

４
，
２
５
４
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
１
６
８
，
４
７
８
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

２
，
９
０
４
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
６
３
８
，
５
３
１
千
円
と
し
ま

し
た
。

●
そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案

◎
度
会
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

近
年
の
医
療
費
の
増
加
に
対
処

し
、
国
民
健
康
保
険
の
健
全
な
運

営
を
図
る
た
め
、
税
率
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

◎
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
整

備
に
あ
た
り
、
町
道
注
連
指
線
整

備
事
業
に
お
い
て
変
更
が
生
じ
た

た
め
、
当
事
業
の
総
合
整
備
計
画

の
変
更
を
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

度
会
町
教
育
委
員
会
委
員
に
山

根
久
男
さ
ん
（
田
口
）
を
選
任
し
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
一
般
質
問

○
町
内
に
お
け
る
ご
み
の
不
法
投

棄
に
つ
い
て
（
濱
岡
裕
之
議
員
）

○
公
用
車
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
使
用

に
つ
い
て
（
木
本
タ
ヱ
子
議
員
）

○
就
学
児
童
の
医
療
費
無
料
化
早

期
実
現
を	

（
溝
口
周
生
議
員
）

○
度
会
町
の
人
口
に
つ
い
て

（
福
井
秀
治
議
員
）

平
成
21
年
第
４
回
度
会
町
議
会
臨
時
会
を
開
催

平
成
21
年
第
４
回
度
会
町
議
会
臨
時
会
が
、
去
る
11
月
24
日
に
招
集
、
会
期
１
日
で
開

催
さ
れ
、
条
例
改
正
案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

●
可
決
さ
れ
た
議
案

◎
度
会
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

人
事
院
の
国
家
公
務
員
の
給
与

に
関
す
る
勧
告
に
準
拠
し
、
町
職

員
の
給
与
、
期
末
・
勤
勉
手
当
の

引
き
下
げ
を
行
う
た
め
、
条
文
の

整
備
を
し
ま
し
た
。

◎
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

度
会
町
職
員
の
期
末
手
当
な
ど

の
引
き
下
げ
を
行
う
こ
と
に
準
じ
、

町
長
お
よ
び
副
町
長
の
期
末
手
当

の
引
き
下
げ
を
行
う
た
め
、
条
文

の
整
備
を
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例度
会
町
職
員
の
期
末
手
当
な
ど

の
引
き
下
げ
を
行
う
こ
と
に
準
じ
、

教
育
長
の
期
末
手
当
の
引
き
下
げ

を
行
う
た
め
、
条
文
の
整
備
を
し

ま
し
た
。

◎
度
会
町
医
師
手
当
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

町
立
小
中
学
校
医
の
手
当
に
つ

い
て
、
度
会
郡
内
で
の
統
一
を
図

る
た
め
、
条
文
の
整
備
を
し
ま
し

た
。

◎
分
収
造
林
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

川
上
地
内
の
町
有
林
に
お
い
て
、

い
せ
し
ま
森
林
組
合
を
核
と
し
て
、

木
材
生
産
基
盤
整
備
を
一
体
的
に

推
進
し
、
地
域
林
業
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
契
約
形
態
お
よ
び
収

益
分
収
比
率
を
変
更
し
ま
し
た
。

◎
伊
勢
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て

伊
勢
市
道
改
良
工
事
に
伴
い
、

一
部
事
務
組
合
で
あ
る
伊
勢
地
域

農
業
共
済
事
務
組
合
の
事
務
所
の

位
置
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
こ
と

に
よ
る
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
協

議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
議
員
提
出
議
案

◎
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

度
会
町
職
員
お
よ
び
特
別
職
の

期
末
手
当
な
ど
の
引
き
下
げ
を
行

う
こ
と
に
準
じ
、
議
会
の
議
員
の

期
末
手
当
の
引
き
下
げ
を
行
う
た

め
、
条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。
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息い
き

抜ぬ

き
に
帰か

え

る
故ふ

る
さ
と郷
山や

ま

眠ね
む

る

牧　

戸　

井
戸
本
つ
た

紅も
み
じ葉
狩が

り
老ろ

う

師し

の
歩ほ

幅は
ば

た
し
か
な
り

麻
加
江　

辻
本
久
美
子

山
鳥
の
声
を
そ
び
ら
に
蕪か

ぶ

洗あ
ら

ふ

葛　

原　

中
井　

和
子

颯さ
つ

々さ
つ

と
露ろ

地じ

掃は

く
音お

と

や
今け

朝さ

の
冬ふ

ゆ

麻
加
江　

中
嶋　

久
子

や
わ
ら
か
き
一い

ち

朶だ

の
雲く

も

や
返か

え

り
花ば

な

大
野
木　

西
村　
　

永

小し
ょ
う
き
ち吉
の
み
く
じ
を
結む

す

ぶ
神か

み

の
留る

守す

棚　

橋　

藤
井　

紫
光

犬い
ぬ

の
意い

の
ま
ま
に
蹤つ

き
ゆ
く
落お

ち

葉ば

道み
ち

立　

岡　

牧　
　

明
子

望ぼ
う
き
ょ
う郷

の
つ
の
る
色い

ろ

な
り
冬ふ

ゆ

ざ
く
ら

棚　

橋　

松
本　

貞
子

西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

12
月
18
日

夢を持つ、夢を意識して生活する、そして夢に挑戦すること
の大切さがひしひしと伝わってくる本です。たくさんの人たち
の夢と笑顔からきっと元気がもらえます。

お薦めの絵本
『１歳から１００歳の夢』
『働く人の夢』
『中学生の夢』

日本ドリームプロジェクト／編

図書室だより

昨年５月から開始した図書の貸出は、１１０人以上の方が
登録し、１日平均６０冊以上の貸出がありました。リクエス
ト本の購入や図書室の改善など、利用しやすい環境づくりに
努めてまいりますので、まだご利用されたことがない方も、
ぜひお気軽にお越しください。
▷今月の貸出日　１月９日（土）、２３日（土）
　　　　　　　午後１時～５時
▷開館時間　午前８時３０分～午後５時
▷休館日　日曜・祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）
▷問合先　町地域交流センター（☎６３−００７０）

町職員の人事異動
−１２月１日付け−　　※（　）は前任
総務課
主事　西村　美紀（政策調整室）

前回の「ふれあいトーク」では８４９人もの方々
にお集まりいただき、町政への要望や地域の課題
などさまざまなご意見を伺い、いくつか実現する
こともできました。また「これからも開催して欲
しい」という声も多数いただきました。
そこで、前回の「ふれあいトーク」の報告や皆
さんのご意見やご要望を伺い、町政に反映させる
ことを目的に、１月下旬から「第２回	町長と語
ろう『ふれあいトーク』」を土・日曜日などの日
中の時間帯に、区・自治会単位で開催します。
中川地区から小川郷・一之瀬・内城田地区の順
に、各区・自治会の公民館や集会所などで、２時
間程度の座談会形式で行います。
男女を問わず、幅広い年齢層の方々からたくさ
んのご意見やご要望をいただきたいと考えていま
す。皆さんお誘い合わせの上、ぜひご参加ください。
※開催日時は、区・自治会長を通じて連絡します。
また、広報紙や町ホームページ、ケーブルテレビ
行政放送でもお知らせしますが、公務の都合など
により、やむを得ず予定を変更する場合がありま
すので、あらかじめご了承ください。
▷問合先　役場総務課（☎６２−１１１１）

第２回 町長と語ろう
「ふれあいトーク」を開催！

町
で
は
、（
注
１
）

所
得
の
低
い

世
帯
の
方
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
る

場
合
、
そ
の
接
種
費
用
の
負
担
を

免
除
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
12
月
15
日
か
ら
、
所

得
の
低
い
世
帯
の
方
全
員
が
免
除

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

（
注
１
）
生
活
保
護
受
給
世
帯
お
よ
び

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

免
除
の
対
象
と
な
る
方
で
、
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

必
ず
事
前
に
免
除
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
さ
れ
た
方
に
対

し
て
発
行
す
る
証
明
書
を
、
接
種

す
る
際
に
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

出
す
る
と
、
無
料
で
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
申
請
を
す
る
際
に
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
・
問
合
先

役
場
福
祉
保
健
課
（
☎
６
２
─

１
１
１
２
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
負
担
を
免
除
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わたらいClose Up

去る１２月２日、橋村ヒサ枝さん（棚橋）が、役場
町長室を訪れ、書を寄贈されました。
橋村さんは大病を克服し、まだ完全ではないものの、
書をはじめ、染物などの趣味を続けられる喜びや趣味
が高じて得た素晴らしい人々との出会いを縁起や幸運
ととらえ、自分なりの輝ける人生と町の輝かしい未来
を重ね、『燦』としたためられました。
寄贈された書は、町長室内の壁に飾られました。あ
りがとうございました。

燦…輝いて鮮やかなさま。	 （引用辞書／大辞泉）

去る１１月２６
日、いせトピア（伊
勢市）で、三重県学
校保健安全研究大
会が行われ、県学校
保健功労者として、
大西正則さん（田
口）が県教育委員会
教育長表彰を受賞
されました。
大西さんは、永き

にわたり、県歯科医師会公衆衛生委員や同歯科医師会
度会支部幹事などを歴任され、県民の口腔衛生の普及
と向上に努められています。また、度会小・中学校を
はじめ県内の小・中学校から高等学校の学校歯科医と
して児童・生徒の口腔衛生の普及と向上に尽力される
とともに、図画・ポスターコンクールなど歯科保健の
重要性や認識を深めるさまざまな活動にも取り組まれ
ています。
おめでとうございました。

橋村ヒサ枝さん
「書」を寄贈

県教育委員会教育長表彰
大西正則さんが受賞

去る１１月２４日、役場庁舎近くのゲートボール場
で、度会町議会杯ゲートボール大会が開催されました。
参加された６チームは、足元も軽やかにボールの音
を響かせ、熱戦を繰り広げていました。
大会結果
優　勝　大野木チーム　準優勝　小川チーム
３　位　平生チーム　　敢闘賞　棚橋Ａチーム

去る１１月１５日と２３日の両日、中日新聞社旗争
奪大紀杯小学生ソフトボール大会が度会郡大紀町で開
催され、一之瀬イーグルスが出場しました。
３２チームが出場する中、一之瀬イーグルスは決勝

まで勝ち上がり、決勝戦では息詰まる接戦の末、豊が
丘ファイヤーズを破り、優勝を果たしました。
決勝戦結果
対豊が岡ファイヤーズ（津市）　１−０

熱戦！
議会杯ゲートボール大会

大紀杯小学生ソフト　
一之瀬イーグルス優勝
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修
学
旅
行

　
秋
の
遠
足

２
年
生
は
11
月
12
日
か
ら
14
日
の
３
日
間
、
修
学
旅
行
で
沖
縄
を
訪
問
し

ま
し
た
。
班
別
学
習
で
は
、
希
望
の
見
学
地
を
訪
ね
た
り
、
体
験
学
習
に
参

加
し
た
り
し
て
、
沖
縄
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国

際
通
り
で
は
土
砂
降
り
の
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
旅
行
中
、
生
徒
は
規

律
や
マ
ナ
ー
を
よ
く
守
り
、
全
員
無
事
に
度
会
校
舎
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
解
団
式
の
時
に
は
、
全
員
の
表
情
に
満
足
感
が
あ
ふ
れ
、
と
て
も
素

晴
ら
し
い
修
学
旅
行
で
し
た
。

11
月
13
日
、１
年
生
は
『
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
』
へ
、３
年
生
は
『
志

摩
ス
ペ
イ
ン
村
』
へ
秋
の
遠
足
に
出
か
け
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、
色
づ
き
始
め
た
車
窓
か
ら
の
眺
め
を
楽
し
み
な
が
ら
、
秋
の
１
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

卓球部東海大会出場！ 図書館開放予定日
度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さんに開放しています。

１月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2
× ×

3 4 5 6 7 8 9
× × × ○ ○ ○ ×
10 11 12 13 14 15 16
× × ○ × ○ ○ ×
17 18 19 20 21 22 23
× × ○ ○ × ○ ×
24 25 26 27 28 29 30
× × ○ × ○ ○ ×
31
×

○：午前９時～午後５時開放　×：地域開放日ではありません
・開放日は会議などで変更することがありますので、ご了承ください。
・Ｂｏｏｋｌｏｇで新着本情報をお知らせしています。
http://booklog.jp/users/watarailib

１１月６日から８日、第４９回東海卓球選手権大会が県営サンアリー
ナで行われ、卓球部２人が男子ジュニアの部に出場しました。

東海大会に出場し、とにかく言葉にできないほどすごいものでした。
ここまですごいものだとは想像していませんでした。よく見てまねよう
と思うところがたくさんありました。この経験を生かして、今後の練習
にさらに励みます。	 （卓球部２年　村井柊汰）

１回戦の対戦相手は中学生でしたが、ドライブやスマッシュの正確さ
があり、とても強かったです。自分も練習してもっと上に行けるように
努力していきたいと思いました。	 （卓球部２年　岩森建哲）

修
学
旅
行
の
３
日
間
は
、
私
に
と
っ
て
と
て
も
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
旅
行
で

の
い
ち
ば
ん
の
目
的
は
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
し
た
が
、
私
自
身
と
し
て
は
高
校
生
活
で

の
友
人
と
の
思
い
出
づ
く
り
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
点
で
は
と
て
も
楽
し
く
思

い
出
深
い
修
学
旅
行
で
し
た
。
多
分
皆
も
い
い
思
い
出
を
作
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
２
年　

竹
内
真
里
恵
）

ス
ペ
イ
ン
村
は
今
ま
で
に
何
度
か
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
好
き
な

乗
り
物
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
、
楽
し
め
る
か
ど
う
か
疑
問
で
し
た
が
、

高
校
生
活
最
後
の
遠
足
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、ク
ラ
ス
の
皆
と
「
ピ
レ
ネ
ー
」

や
「
急
流
下
り
」「
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
乗
り
物
に
乗
っ
て
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
皆
と
行
く
と
こ
ん
な
に
も
楽
し
く
な
る
も
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
友
だ
ち
っ
て
本
当
に

い
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。	

（
３
年　

山
本
大
紀
）

私
た
ち
は
秋
の
遠
足
で
琵
琶
湖
博
物
館
に
行
き
ま
し
た
。
博
物
館
は
、「
琵
琶
湖
の
生
い
立
ち
」

「
琵
琶
湖
の
歴
史
」「
琵
琶
湖
の
環
境
と
人
々
の
暮
ら
し
」「
淡
水
の
生
き
物
」
な
ど
の
展
示
室
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
淡
水
に
棲
む
生
き
物
た
ち
の
い
る
水
族
館
が
い
ち
ば
ん
楽
し
か
っ
た

で
す
。
予
想
し
て
い
た
以
上
に
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
し
た
。	

（
１
年　

清
水
香
苗
江
）
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三重中央医療センター附属
三重中央看護学校
一般入学試験学生募集
▶応募資格　高等学校を卒業または
卒業と同等以上の学力を有する者
▶募集期限　１月１５日（金）
午後５時必着
▶試験日など
◦試験日　１月２１日（木）
◦試験科目　国語総合（現代文の
み）、英語Ⅰ・Ⅱ、数学Ⅰ、面接
◦合格発表　２月２日（火）
※応募方法など、詳しくはお問い
合わせください。
▶申込・問合先
（独）国立病院機構　三重中央医
療センター附属三重中央看護学校
（☎０５９−２５９−１１７７）

Watarai Information

お知らせ
Watarai Information

子育て支援教室
『正月遊び』を開催
▶開催日時　１月２２日（金）
午前１０時３０分～１１時３０分
▶開催場所　町子育て支援センター
▶対 象　保育所に行っていない
１歳以上のお子さんとその保護者
▶内 容　正月遊び
▶定 員　２０組（先着順）
▶申込期間
１月１２日（火）～１９日（火）
▶申込・問合先
町子育て支援センター
（☎６３−００７０）

宮リバー度会パークジョギング大会
車両通行止めにご協力ください
▶通行止日時　１月３１日（日）
午前９時～１１時
予備日　２月７日（日）

▶通行止箇所
町道大野木棚橋線全線（度会中学
校グラウンド前～サニーロード三
叉路信号までの間）

▶問 合 先　町教育委員会事務局
（☎６２−２４２２）

お母さんのリフレッシュ講座
『牛乳パック利用の椅

い

子
す

作り』を開催
▶開催日時　１月２７日（水）
午前１０時～１１時３０分
▶開催場所　町子育て支援センター
▶内 容　牛乳パック利用の椅子
づくり
▶対 象　子育て中の方
▶定 員　１５人（先着順）
▶申込期間
１月１２日（火）～１９日（火）
▶託 児　あり
▶申込・問合先
町子育て支援センター
（☎６３−００７０）

第４７回新春税務講演会を開催
三重県下税務連絡協議会（伊勢税

務連絡協議会主管）では、次のとお
り講演会を開催します。
▶開催日時　２月２日（火）
午後３時～５時

▶開催場所　神宮会館大講堂（伊勢
市）

▶講 師
名古屋税務局長　井阪喜浩	氏

▶問 合 先　伊勢税務連絡協議会
（伊勢商工会議所内）（☎２５−
５１５５）

松阪高校通信制課程生徒を募集
学校説明会
▶開催日時　２月７日（日）
午後２時～４時
▶開催場所　松阪高等学校
※参加を希望される方は、事前に
電話で申し込みください。
入学試験
▶受付期間
２月２３日（火）～２６日（金）
正午まで
※受付時間は午前９時～午後４時
までで、土・日曜日は受け付けをし
ません。
▶試 験 日　３月１１日（木）
▶試験内容　面接および作文
※学力試験なし
▶そ の 他　定員に満たないときは、
再募集を行います。
▶申込・問合先
松阪高等学校通信制職員室
（☎０５９８−３０−５３００）

伊勢地域農業共済事務組合
事務所移転のお知らせ
▶移 転 先
〒５１６−０８０４
伊勢市御薗町長屋１２２１番地
伊勢市御薗総合支所内

※電話番号およびＦＡＸ番号は、
従来どおり変更はありません。
▶業務開始日　１月４日（月）
▶問 合 先　伊勢地域農業共済事務
組合（☎２８−３３５０）
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町長と語ろう「ふれあいトーク」
日程のお知らせ
町民の皆さんからご意見をお聴き

し、町行政に反映させたいと思いま
すので、ぜひご参加ください。
注連指区
▶開催日時　１月１６日（土）
午前９時～

▶開催場所　注連指集落農事集会所
田口区
▶開催日時　１月１６日（土）
午後１時３０分～

▶開催場所　田口公民館
麻加江区
▶開催日時　１月２３日（土）
午前９時～

▶開催場所　麻加江公民館
坂井区
▶開催日時　１月２３日（土）
午後１時３０分～

▶開催場所
坂井区営農親睦センター

長原区
▶開催日時　２月６日（土）
午前９時～

▶開催場所　長原公民館
立花区
▶開催日時　２月６日（土）
午後１時３０分～

▶開催場所　立花公民館
川口区
▶開催日時　２月２７日（土）
午前９時～

▶開催場所　安心寺
栗原区
▶開催日時　２月２７日（土）
午後１時３０分～

▶開催場所　清光寺
※公務により、やむを得ず予定を
変更する場合がありますので、ご了
承ください。
※２時間程度の座談会形式による
会合を予定しています。
▶問 合 先　役場総務課
（☎６２−１１１１）

三重県最低賃金改正の
お知らせ
三重県最低賃金が、平成２１年
１０月１日から「時間額７０２円」
に改正されました。
この最低賃金は、原則、年齢・雇
用形態（パート・アルバイトなど）
を問わず、三重県内で働くすべての
労働者に適用されます。
また、特定の産業（８業種）に該
当する事業場で働く労働者には、特
定（産業別）最低賃金が定められ、
そのうち５業種について、平成２１
年１２月１９日に改正されました。
この機会に、事業場の賃金額を確
認しておきましょう。
詳しくは、お問い合わせくださ
い。
▶問 合 先
三重労働局賃金室
（☎０５９−２２６−２１０８）
または伊勢労働基準監督署
（☎２８−２１６４）

料理教室を開催
度会町食生活改善推進協議会では、
次のとおり料理教室を開催します。
ぜひ、ご参加ください。
地産地消料理教室
▶開催日時　１月２６日（火）
午前９時３０分～正午ごろ
▶開催場所　町保健センター
▶申込期限　１月１５日（金）
▶参 加 費　３００円
▶申込・問合先　役場福祉保健課
（☎６２−１１１２）

『こころの健康相談』を開催
▶開催日時　１月２８日（木）
午後１時～３時
▶開催場所　県志摩庁舎衛生教育室
▶内 容　専門医・保健師による
個人面接相談（要予約）
※相談は無料で、秘密は堅く守ら
れます。
▶予約・問合先
伊勢保健福祉事務所地域保健課
（☎２７−５１４８）

三重県最低賃金（効力発生日　平成21年10月1日）
時間額 ７０２円

特定（産業別）最低賃金 効力発生日

三重県紡績業最低賃金 時間額 711円 平成16年
１月18日

＊ 三重県ガラス・同製品製造業最低賃金 時間額 768円 平成21年
12月19日

三重県銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄、鋳鉄管製
造業最低賃金

日　額 5,907円 平成10年
12月15日時間額 739円

＊ 三重県電線・ケーブル製造業最低賃金 時間額 788円 平成21年
12月19日

＊ 三重県洋食器・刃物・手道具・金物類製造業最低賃金 時間額 785円 平成21年
12月19日

三重県一般機械器具製造業最低賃金 時間額 762円 平成15年
12月15日

＊
三重県電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造
業最低賃金

時間額 773円 平成21年
12月19日

＊

三重県建設機械・鉱山機械製造業、自
動車・同附属品製造業、船舶製造・修
理業、舶用機関製造業、産業用運搬車
両・同部分品・付属品製造業、その他
の輸送用機械器具製造業最低賃金

時間額 810円 平成21年
12月19日

＊は平成２１年１２月１９日に改正されました。
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支 障害者相談　
援センター

『ブレス』巡回相談
▶開催日時
１月８日（金）・２２日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所
役場１階第１会議室

▶申込・問合先
役場福祉保健課（☎６２−
２４１３）または伊勢・度会地
区障害者相談支援センター『ブ
レス』（☎２０−６５２５）

Watarai Information

遊・友・YOU くらぶ

２月２４日（水）
　　　ひよこグループ
２月２５日（木）
　　　うさぎグループ

時間：午前１０時～正午ごろ
場所：町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放

月曜日～金曜日

時間：午前９時３０分～
　　　午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん
※多目的ホールが事業で使用でき
ないときは、創作活動室をご利用下
さい。

地区巡回広場わたぼうし

２月　４日（木）
　町地域福祉センター一之瀬支所
　（旧南中村保育所）
２月１８日（木）
　麻加江生活改善センター

時間：午前１０時～
　　　１１時３０分ごろ
内容：保育士による手遊び、自由遊

びなど
対象：保育所に行っていないお子さん

子育て支援情報
●問い合わせは、町地域交流センター
（☎６３−００７０）または役場福
祉保健課（☎６２−１１１２）まで

保　健　情　報
●問い合わせは、役場福祉保健課
（☎６２−１１１２）まで

町　県　民　税　第４期
国民健康保険税　第９期

※口座振替日は、１月２７日（水）
です。預貯金残高の確認をお願
いします。

１歳６か月児健診
２月１７日（水）

受付：午後０時３０分～
０時４５分

場所：町保健センター
対象：平成２０年６月・７月生まれ

のお子さん

乳　児　健　診
２月１７日（水）

受付：午後１時００分～１時２０分
場所：町保健センター
対象：
◦２か月児健診
平成２１年１２月生まれのお子さん
◦７か月児健診
平成２１年７月生まれのお子さん

育児相談（保健相談および栄養相談）

２月５日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０歳から６歳までのお子さん

産 バザールわたらい
直市　　　　　

▶開催日時　毎週日曜日
午前９時～１１時

▶開催場所
宮リバー度会パーク
バザールわたらい

▶問 合 先
役場産業建設課
（☎６２−２４１６）

地元産の新鮮な野菜やお茶、手作りお菓子、漬け物などを
販売しています。多数のご来店をお待ちしています。

1月の 町 税

子育て支援センターでは
メールでの相談も受け付
けています
メールアドレス
watako@amigo2.ne.jp
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今 シリーズ
夜の夕食

健康的でおいしい日本型食生活の主役はお米。
今回は、もち米を加えたご飯に混ぜるだけの冷めて

もおいしい「混ぜおこわ」を紹介します。一度挑戦し
てみてはいかがでしょうか。

度会町食生活改善推進協議会

おもてなし料理　中国風混ぜおこわ

材料（４人分）
❶もち米と米は合わせて洗い、水加減して炊く。
❷タケノコ、にんじん、シイタケを５ミリくらいの角切りに
する。

❸フライパンにごま油を熱して、粗みじんに切った豚肉を炒
め、にんにく、ショウガを加えて香りが出るまで炒めてか
ら②も加え、Ａを入れて汁気が少し残るくらいまで煮る。

❹炊き上がったご飯に③を混ぜて器に盛り、のりを刻んでの
せる。

作り方

もち米	 ０．５合
米	 １．５合
タケノコ（水煮）	 ５０ｇ
にんじん	 ５０ｇ
生シイタケ	 ２枚
ごま油	 大さじ１
豚もも肉	 １００ｇ

にんにく	 １片
ショウガ	 薄切４枚分
　　しょうゆ	 大さじ３
Ａ　砂糖	 大さじ１
　　水	 １００㏄
のり	 適量

暮 　　　　　
らしガイド

■度会町役場
◦総務課 ６２−１１１１
◦政策調整室 ６２−２４２３
◦税務住民課
・住民係 ６２−２４１１
・税務係 ６２−２４１４
◦福祉保健課
・福祉係 ６２−２４１３
・支援係
　（地域包括支援センター）
 ６２−１１１８
・保健係（保健センター）
 ６２−１１１２
◦生活環境課 ６２−２４１５
◦産業建設課
・農林係 ６２−２４１６
・振興係 ６２−２４１６
・建設係 ６２−２４２０
◦出納室 ６２−２４１０

◦議会事務局 ６２−１１１３
◦教育委員会事務局
 ６２−２４２２
◦夜間・休日宿日直室
 ６２−１１１４
■保育所
◦棚橋保育所 ６２−００７４
◦長原保育所 ６４−００２２
◦中之郷保育所 ６２−００７０
■地域交流センター
 ６３−００７０
■社会福祉協議会 ６２−１１１７
■わたらい緑清苑 ６２−２２００
■美化センター ６２−０２４９
■中央公民館 ６２−１５８８
■度会小学校 ６２−０００４
■度会中学校 ６２−０１９４
■バザールわたらい
 ６３−０３３３

■度会町役場　開庁時間　ａｍ８：３０～ｐｍ５：１５

おめでた

おくやみ

11月中に届出のあった方（敬称略）
子の名前	 保護者名	 字名
三浦　向

ヒ

奈
ナ

莉
リ

	 弘行	 大野木
岡井　佑

ユウ

都
ト

	 智紀	 棚　橋
福浦　法

ホウ

声
セイ

	 俊行	 棚　橋
鈴木　魁

カイ

李
リ

	 健太	 葛　原
森本　唯

ユイ

斗
ト

	 潤	 長　原
山下　心

ミ

夢
ユ

	 哲央	 棚　橋

11月中に届出のあった方（敬称略）
　名　前	 年齢	 字名
小谷　フクエ	 ８３	 田　口
田畑　幸三	 ８３	 平　生
山本　さち子	 ７１	 棚　橋
釜谷　 さい	 ９０	 棚　橋
福井　滿枝	 ７４	 大野木
堀之内　正幸	 ７７	 川　口
西岡　くに	 ８０	 棚　橋
山下　喜代	 ７９	 南中村
松村　アキ	 ９３	 棚　橋
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◦発行／度会町役場
◦編集／総務課

三重県度会郡度会町棚橋1215-1
TEL	0596-62-1111　FAX	0596-62-1647
E-mail:somu@town.watarai.mie.jp

◦印刷／文化印刷（有）

今月の表紙編 集 後 記

あけましておめでとうございます。
今年も皆さまに一つでも多く明るいニュースがお
伝えできるよう努めていきたいと思います。今年最
初の発行となる今月号においても、先を見据えた出
来事をたくさん紹介することができました。
新しい年が皆さまにとりまして良い１年となりま
すようお祈りします。本年も広報紙『広報わたらい』
をよろしくお願いします。

明るい未来へ　町に光注ぐ　
空気の澄んだある朝。東から昇った太陽が、町に光を注ぎ
ました。
中川大橋から眺めた太陽は、宮川の水面に光を散りばめ、
次第に山肌を暖め、明るい未来ある町の輝きを感じさせてく
れました。
内城田大橋から久具都比売橋、中川大橋へと太陽が照らす
町並みを見ようと西へ西へと進みました。最後に獅子ヶ岳の
日の出の森から眺めるときには、町はすっかり明るく暖かく
なっていました。

人　口	 男　４,３７７（± ０）	 出生　　６
女　４,６５８（−１３）	 死亡　　９
計　９,０３５（−１３）	 転入　　７

世帯数２,８１３（−　１）	 転出　１７

平成２１年１１月３０日現在
(　 ) 内は前月比

相可高等学校生産経済科３年生の山本猛さん。
山本さんは、卒業後の就職先も決まり、残りわず

かとなった高校生活を楽しんでいます。

★高校生活を振り返ると
野球部に所属し、副キャプテン、正捕手を努め、毎
日夜遅くまで厳しい練習に耐えて頑張ったことを自
分でも誇りに思っています。

★進路について
近隣の企業に無事就職が決まりました。就職先に
は仲の良い先輩が勤めているので、いろいろ教え
ていただこうと思っています。

★親への想い
ここまで育ててくれたことにとても感謝して感謝
しています。就職してしっかり自立し、少しずつ
両親に孝行したいです。

★私生活について
休日は、先輩に誘ってもらい草野球をしたり、友
だちとボーリングやカラオケを楽しんだりしてい
ます。

★度会町の好きなところは
自然が豊富で空気がきれいなところや川がきれい
で川遊びができるところです。

★度会町に望むこと
図書館をもっと充実して、学生などが勉強できる
環境にして欲しいです。

山
や ま
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　　猛
たけし

 さん
（麻加江）17歳
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